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事業全体図 

 山陰近畿自動車道は、日本海国土軸を形成する道路で、主要都市（鳥取市、豊岡市、宮津市）の連携

を強化すると共に、広域観光の促進や災害時の代替路を担う延長約120kmの地域高規格道路です。 
 大宮峰山道路は、山陰近畿自動車道の一部を形成し、並行する国道312号のバイパスとして、災害に

強い道路ネットワークの形成、交通混雑の緩和や救急医療の搬送時間短縮に寄与するほか、丹後地域

沿岸部の観光施設へのアクセス性向上による観光産業の活性化を目的とした延長5.0kmの道路であり、
国による直轄権限代行により整備を行っております。 

 とっとり     し    とよおか  し     みやづ  し 

一般国道312号 大宮峰山道路 

広域図 

山陰近畿自動車道  
  延長 約120km 
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図：災害に強い道路ネットワーク 
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宮津市 

舞鶴市 

福知山市 

和田山JCT・IC 

綾部JCT 

日高神鍋高原IC 

八鹿氷ノ山IC 

大宮峰山道路 
L＝5.0km 

舞鶴西IC 

綾部IC 
綾部安国寺IC 

京丹後大宮IC 

与謝天橋立IC 

宮津天橋立IC 

舞鶴大江IC 

京丹後市 

綾部市 

豊岡市 

事業の概要   
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事業の概要、進捗状況 

区間 

            きょうたんご  みねやまちょうしんまち     

（起）京都府京丹後市峰山町新町 
               きょうたんご  おおみやちょうもりもと 

（終）京都府京丹後市大宮町森本 

道路延長 5.0km 

構造規格 第１種第３級 

設計速度 80ｋｍ／ｈ 

車 線 数 ２車線 

標準幅員 15.0ｍ(土工部) 

計画交通量 10,000台／日 

全体事業費 160億円 

事 業 化  平成２７年度 

都市計画決定 

平成１１年４月 

（平成１８年１２月、平成２７年３月
都市計画変更） 

用地着手 － 

事業進捗率 約１％（平成29年3月末現在） 

用地取得率 約0％（面積ベース、同上） 

事業の目的 

標準断面図 

位置図 

【橋梁部】 【土工部】 

京丹後大宮ＩＣ 

仮)大宮峰山ＩＣ 

大宮峰山道路 5.0km 

大宮峰山道路 

府道 大宮岩滝線 

府道 明田京丹後大宮停車場線 

府道 久住河辺線 

一般国道312号 大宮峰山道路 
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■交通混雑の緩和 
■交通安全性の向上 



再評価の視点   

再評価の視点 現在の状況 備考 

事業の必要性に関する視点 

１）事業を巡る社会経済情勢等の
変化 

新規事業化（H27年4月）から大き
な変化なし 

２）事業の整備効果 
新規事業化（H27年4月）から大き
な変化なし 

３）事業の投資効果 
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略 

前回 
全体   B ⁄ C １．６ 

４）事業費の変化 
新規事業化（H27年4月）から変化
なし 

５）地域における計画等 
新規事業化（H27年4月）から大き
な変化なし 

事業の進捗の見込みの視点 
進捗率（事業費）    約1％ 
用地取得率（面積）    0％ 

コスト縮減や代替案立案等の可能
性の視点 

新技術・新工法の活用などを引き
続き検討 

一般国道312号 大宮峰山道路 
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事業の必要性等に関する視点 

■交通量は18,000台/日と多く、大宮峰山道路への交通転換により、交通混雑の緩和が期待。 

■与謝野町の北部医療センター(旧 与謝の海病院)が平成21年より医療機能を充実・強化し、町内
以外の広域的な受け入れを開始。京丹後市からの救急搬送数は約３倍に増加。 

■大宮峰山道路の整備により、救急搬送時間の短縮、搬送患者の負担軽減が期待。 
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●京丹後市から京都府立医科大学附属 
  北部医療センターへの救急搬送件数 

約3倍に増加 

 【出 典】 火災・救急・救助統計（京丹後市消防本部） 

●大宮峰山道路に並行する国道312号の交通量 

 【出 典】 各年道路交通センサス 

事業の整備効果（交通混雑の緩和） 

〈1.39〉    〈1.39〉   〈1.04〉    〈1.08〉 

〈混雑度〉 

一般国道312号 大宮峰山道路 

【写真】国道312号の交通状況 

●大宮峰山道路整備後の搬送ルート 

宮津市 

（仮）大宮峰山IC 

京丹後大宮IC 

宮津天橋立IC 

与謝野町 

京丹後市 

312
国 道 178

国 道

176
国 道

482
国 道

178
国 道

176
国 道

大宮峰山道路 

178
国 道

京丹後市 
峰山庁舎 

与謝天橋立IC 312
国 道

写真 

平成29年5月3日撮影 

至 宮津 

至 網野町 

京都府立医科大学附属 
北部医療センター 

（第2次救急医療機関） 

【出典】H27道路交通センサス、本線は70km/h 
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12分 
短縮 

7分 
短縮 

整備前 
(国道312号 他) 

現在 
(野田川大宮道路 開通) 

整備後 
(大宮峰山道路 整備後) 

約38分 

約31分 

約26分 
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事業の必要性等に関する視点 
事業の整備効果（交通安全性の向上） 
■大宮峰山道路の並行区間である国道312号では、事故危険箇所が3箇所あり、前後区間に比べ、死傷

事故が多発。 
■当該区間では、交通混雑や沿道施設への出入りによる追突事故が発生。 
■大宮峰山道路への交通転換により、交通混雑が緩和され、安全性の向上が期待。 

●国道312号の死傷事故発生状況 

与謝野町 

京丹後大宮IC 

(仮)大宮峰山IC 

京丹後市 

(仮)網野IC 

(仮)峰山弥栄IC 

与謝天橋立IC 山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

対象区間

未事業化区間

一般国道

ICｱｸｾｽ道路

その他道路

北近畿タンゴ鉄道

整備済 未整備

●国道312号の事故類型 
事故危険箇所 

○国道312号(大宮峰山道路並行区間) 

※グラフ中、 

上段：事故件数 

下段：割合 

●国道312号の死傷事故発生状況 

死傷事故率が高い区間 

与謝野町 

京丹後大宮IC 

(仮)大宮峰山IC 

京丹後市 

(仮)網野IC 

(仮)峰山弥栄IC 
府内国道平均の1.8倍 

与謝天橋立IC 

一般国道312号 大宮峰山道路 

山陰近畿自動車道

開通済区間

事業中区間

対象区間

未事業化区間

一般国道

ICｱｸｾｽ道路

その他道路

北近畿タンゴ鉄道

整備済 未整備

事故危険箇所 

鉄道 

至 宮津 

至 網野町 

 【出 典】 ITADRA（H23～H26） 

交通混雑や沿道施設に入る車
両により、車間距離が狭くなり、
追突事故が発生しやすい 

平成26年12月27日撮影 

【国道312号の交通状況】 
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事業の進捗の見込みの視点 

区間 未開通区間 

用地 用地進捗率0% 

用地取得推進 

工事 調査設計推進 

１）事業の進捗状況 
  平成29年度事業内容 
  ・現在、道路設計、用地調査を実施しています。 
  進捗状況 
  ・平成28年度末までの進捗は、用地進捗率0％（面積ベース）、事業進捗率約1％（事業費ベース）です。 
  ・京丹後市が地籍調査を実施しており、森本地区について平成29年度完了予定。 
  ・地籍調査が完了したところから用地取得を進めます。 

  事業進捗上の課題 
  ・大きな課題はありません。 

２）今後の事業スケジュール等 
  ・引き続き用地取得等を推進し、早期の開通を目指します。 

※用地取得率はH28年3月末時点の面積ベース。 

京丹後大宮IC 

与謝天橋立IC 

仮)大宮峰山IC 

大宮峰山道路 5.0km （終
点
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※用地取得率はH29年3月末時点の面積ベース。 

大宮峰山道路 5.0km 

事業中 5.0km 
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区間 未開通区間 

用地 用地進捗率0% 

用地取得推進 

工事 調査設計推進 6 

（森本） 

（周枳） （河辺） 
（新町） 



関係自治体の意見 

  

一般国道312号 大宮峰山道路 
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 大宮峰山道路は並行する国道３１２号のバイパスとして、周辺
地域の交通渋滞の緩和や、丹後地域沿岸部の観光施設への
アクセス機能向上による観光産業の活性化が期待されており、
対応方針（原案）のとおり、引き続き事業を推進し早期の完成を
お願いします。 

■京都府知事 平成29年7月10日 9道計第198号  

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会 
について（回答） 



関係自治体の意見 
◆沿線市町村の期待 

 ■京丹後市長 

  （期待する効果） 

  ①高速道路網の形成 

    ・全国的にも数少ない「ミッシングリンク」の解消 

    ・代替路となる高速道路網を形成することによる災害時の活動支援 

    ・京阪神地域と日本海沿岸地域間における地域連携の強化 

  ②交通混雑の緩和・移動時間の短縮 

    ・観光シーズンを中心とした国道３１２号の交通混雑の緩和 

    ・救急車両の搬送時間の短縮 

  ③高速道路のアクセス強化 

    ・周遊性の向上により、立寄り可能となる観光施設が増加 

    ・観光客の選択肢増加による地域全体の魅力向上 

    ・赤坂工業団地とのアクセスの向上 

      ⇒物流ネットワークの向上により、産業振興へ期待 

 

  （取り組み） 

   ・山陰近畿自動車道の整備を促進するため地籍調査事業を推進 

   ・京都府北部７市町の連携（海の京都ＤＭＯ）による観光誘客の推進 

   ・山陰近畿自動車道の必要性を周知するため積極的な住民広報を実施 

一般国道312号 大宮峰山道路 
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対応方針（原案） 

 大宮峰山道路は、事業の必要性等に関する視点に変
更はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が妥当
と判断できる。 
 引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適
切である。 

事 業 継 続 

一般国道312号 大宮峰山道路 
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（別紙）
（再評価）

【道路事業】

一般国道３１２号大宮峰山道路 事業継続

一般国道２４号寺田拡幅 事業継続

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴職の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業評価監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作
成するためのものです。






